
議第３号議案 

 

   非核三原則の堅持を求める意見書について 

 

 非核三原則の堅持を求める意見書を別紙のとおり提出するものとする。 

 

 令和８年（2026年）９月２８日 

 

            提出者 越谷市議会議員 大 田 ちひろ 

                越谷市議会議員 清 水   泉 

          賛成者 越谷市議会議員 松 島 孝 夫 

越谷市議会議員 金 井 直 樹 

越谷市議会議員 武 藤   智 

越谷市議会議員 浅 古 高 志 

越谷市議会議員 野 口 高 明 

越谷市議会議員 立 澤 貴 明 

越谷市議会議員 横 井 聖 美 

越谷市議会議員 菊 地 貴 光 

越谷市議会議員 白 川 秀 嗣 

越谷市議会議員 大 野 恭 子 

越谷市議会議員 斎 藤 豪 人 

越谷市議会議員 工 藤 秀 次 

越谷市議会議員 山 田 大 助 

越谷市議会議員 大和田   哲 

 

 

 



   非核三原則の堅持を求める意見書 

 

日本は世界で唯一の戦争被爆国として、核兵器の非人道性を世界に訴え

続けてきました。その基本理念である「持たず、作らず、持ち込ませず」

という非核三原則は、国是として長年にわたり堅持されてきました。 

越谷市は、平成２０年１１月３日に「平和都市宣言」を制定し、戦争の

悲惨さや核兵器の恐ろしさを後世に伝え、世界の恒久平和の実現を希求し

ています。 

広島・長崎の惨禍を二度と繰り返さないためにも、我が国が非核三原則

を堅持し、核兵器のない平和な世界の実現に向けて積極的に取り組むこと

が強く求められています。 

よって、国においては、非核三原則を堅持し、核兵器のない平和な世界

の実現に向けて積極的に取り組むよう強く要請します。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 令和８年９月２８日 

埼玉県越谷市議会 

 

《意見書提出先》 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

外務大臣 

防衛大臣 

 

 


